
    - 1 -

 
0

第 

1123
回 

例 

会 
 

Ｓ
ｐ
ｅ
ａ
ｋ 

Ｏ
ｕ
ｔ 

Ｄ
ａ
ｙ

 

於 

名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル 

平
成
１９
年
７
月
１９
日

木

 

会
員 

６９
名 

. 
 
 
 
 

出
席
計
算
数
６２
名
中
５２
名
出
席 

出
席
率 

８３･

８７
％ 

前
々
回
出
席
率 

９３･

７５
％ 

 
ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ 

奉
仕
の
理
想

 

 
 
 

指

揮

者 

渡
辺 

観
永 

 
 
 

ピ
ア
ノ
伴
奏 

冨
板 

玲
子 

     

ニ
コ
ボ

ク
ス 

新
潟
中
越
地
震
お
見
舞
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上
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ま
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日
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事
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を
行
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ま
し
た
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さ
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で
し
た
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堀
江
さ
ん

前
田
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す

 
 
 
 
 

藤
田 

 

澈 

来
週
木
曜
日

娘
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
す

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い

 

神
野 

邦
利 

誕
生
月
で
す

 
 
 
00 

..

丹
下 

信
義 

娘
の
誕
生
月
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す
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大
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特
に
あ
り
ま
せ
ん
が･････
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川
畑 

博
敬 

今
年
度
初
め
て
の
例
会
出
席
で
す

 

堀
田 

泰
造 

伝
統
あ
る
大
須
シ
ン
ガ
ー
ズ
に
入
会
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
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タ
ン
テ
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発
表
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わ
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し
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勢
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来
場
あ
り
が
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ま
し
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ご
承
知
の
通
り
７
月
１６
日
１０

時

１３
分
新
潟
県
中
越
沖
で
震
度
６
強
の

地
震
が
発
生
し

多
数
の
死
傷
者
と
多

く
の
建
物
等
の
損
壊
が
で
ま
し
た

関

係
者
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

 
ま
た

一
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も
早
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興
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す

 

 

今
日
は
地
震
保
険
の
話
を
し
ま
す

地
震
保
険
で
は
居
住
用
建
物
お
よ
び

生
活
動
産
を
対
象
に
基
本
契
約
の
３０

～
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ま
で
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保

建
物
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０
０
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万
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家
財
１
０
０
０
万
限
度

で
き
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震
・
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火
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津
波
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原
因
と
す
る
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災
・
損
壊
・

埋
没
・
流
失
に
よ

て
建
物
ま
た
は
家

財
が
損
害
を
受
け
た
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合
に
保
険
金
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払
わ
れ
ま
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損
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①
主
要
構
造
部

土
台

柱

壁

屋
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建
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時
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場
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ま
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損
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損
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国
際
ロ
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の
唯
一
の
立
法
機
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で
あ
る
規
定
審
議
会
が

４
月
２２
～

２７
日
に
開
催
さ
れ

提
出
さ
れ
た
３３６

の
立
法
案

制
定
案
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決
議
案

は

全
世

界
の
５３０
地
区
か
ら
の
代
表
議
員
に
よ

り
慎
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に
審
議
さ
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ま
し
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採
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さ
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案
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よ
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ク
ラ
ブ
例
会
を

毎
週
も
し
く
は
月
に

２
回
の
い
ず
れ
で
も
良
い
と
認
め
る
件 

審
議
中

理
事
会
付
託
に
せ
よ
と

い
う
動
議
が
だ
さ
れ

そ
の
動
議
が
２８６

対
２０３
で
採
択
さ
れ
ま
し
た

ＲＩ
は
す

で
に
例
会
開
催
を
任
意
と
す
る
６
年
間

の
パ
イ
ロ

ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
募
集
中

な
の
で

プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
後
は
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の

結
果
が
良
好
だ

た
と
い
う
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で
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れ
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れ
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４
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皆
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ん
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あ

と
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う
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最
後
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た
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に
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ま
し
た

皆

さ
ん
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こ
の
原
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を
読
ん
で
い
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頃

私
は
フ
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ラ
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ド
の
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活
を
再
び
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て
い
ま
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悲
し
か

た

別
れ
る
の
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空
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に
は
大
勢
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方

が
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当
に
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れ
し
か

た

で
す

お
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れ
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回
あ
り
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前
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日
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手
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淑
徳
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の
み
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な

あ
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が
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フ
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須
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の
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な
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あ
り
が
と

う
！
グ
ー
と
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ニ
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あ
り
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と
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そ
し
て

日
本

あ
り
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と
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家
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感
じ
が
し
ま
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フ

ン
ラ
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ド
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行
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行
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感
じ
で
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ま
た
帰
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す
の
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お
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い
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さ
い
ね
！ 

グ
ー
と
モ
ー
ニ
ン
グ
で
の
最
終
回

か
・・・
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書
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で
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ま
し
た
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★★オオスシンガーズ★★ 

 第９回「イ・カンタンティ」において発表会 

団員 湯山 淳三

去る７月１５日(日)に井原義則先生の率いるイ・カンタンティ

の門下生、第９回目の発表会が名古屋市中川文化小劇場にて

開催されました。 

心配されました台風４号も、コースを外れ大風にも吹かれ

ず、大雨にも降られず上々の天気に恵まれ、我がオオスシン

ガーズの合唱団も今年で３回目の同伴出演をさせて頂いて

おり、少しはイ・カンタンティのグループの仲間に馴染んでき

たような感が、ございます。 

今回もまた大須ＲＣのメンバーの皆さんにも、多数の応援

参加を頂き有り難うございました。 

一昨年より去年、去年より今

年と上達の度合いも増してき

たようにも思いますが如何で

しょうか。団員のメンバーも

年々増えて参りまして、只今

の総勢が１４人となりまして、

今期新入会員の鈴木基仁さん

と 8 月から加藤正樹さんがメ

ンバーになって頂ける事にな

っており、これも日頃のロータ

リー仲間としての皆様のオオ

スシンガーズに対する深いご

理解の賜物と一同心より感謝

致しております。 

今のところ男性合唱団のようにも思えますが、女性会員

の皆さんにも大いに入団して頂き、合唱団の声の巾を大き

く、また広くしたいと思っておりますし、楽しい混声合唱団へ

と発展する事を願っております。 

また私達の指導に当って頂いております、井原先生と岡戸

先生の献身的な指導のお蔭で我々オオスシンガーズは成り

立っております。 

どうか今後ともオオスシンガーズへの末永いご支援、ご協

力の程お願い申し上げます。 

 

オオスシンガーズ一同

 


